
Super­FJ
 

Ｓuper-ＦＪ 鈴鹿・岡山シリーズ 第 4 戦 

Suzuka Race of ASIA 
２０２３年 ７月 １５日  天候：晴れ/ドライ  参加２５台 

 
今シーズンは鈴鹿サーキットの 5 戦と岡山国際サーキットの 3 戦、合計 8 戦の「鈴鹿・岡山シリーズ」

として戦われており、今回は鈴鹿クラブマンレースとは別に、GT ワールドチャレンジアジアと併催さ

れる形で 鈴鹿・岡山シリーズの第 4 戦が開催され、シリーズ第 2 戦・第 3 戦で 2 連続ポールトゥウ

ィンを飾った#91 白崎稜選手（TAKE FIRST スタッフリソース）、デビューレースとなった第 3 戦

で堂々の走りをみせ 7 位フィニッシュした#2 田中風輝選手（24SYSTEM タイヤサービス M2 

KK-SⅡ）、そして久しぶりのスポット参戦の#8 渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ）など、

今回は 2５名のエントリーがあったが、1 名が体調不良出走出来ず、24 名のドライバーが参戦する

レースとなった。 

 
■公式予選 

予選が行われた 15 日は、午前の早い時間にも関わらず気温は 30 度近くまで上がり、まさに真夏

の気候の中、セッションが行われた。もちろん路面はドライコンディション。過酷な条件での予選とな

った。 

計測 1 周目には今回がデビュー2 戦目となる田中選手が 2 分 14 秒 949 を記録。それにここまで

2 戦連続ポールポジションを獲得している白崎選手が 2 分 15 秒 685 で続き、スポット参戦の#8 

渡会太一選手が 2 分 15 秒 899 で 3 番手となった。計測 2 周目は田中選手が 2 分 14 秒 834、



白崎選手が 2 分 15 秒 097、渡会選手が 2 分 15 秒 276 と、トップ 3 の順位は変わらないもの

の、3 名ともタイムを短縮してきた。計測 3 周目はタイム短縮ならなかったが、計測 4 周目に田中選

手がダメ押しの 2 分 14 秒 788 を記録。このあとはタイムが短縮されることはなく、田中選手がデ

ビュー2 戦目にして初ポールポジションを獲得した。 

予選 2 番手は白崎選手。3 番手は渡会選手。以下、#7 山口大耀選手（y_tech rev racing 

garage）、#55 板倉慎哉選手（AMORE TOKYO☆表参道☆KKSⅡ）、#4 新原光太郎選手

（TAKE FIRST KK-SⅡ）、#11 村田悠磨選手（Rn-sports 制動屋 Vieureka）、#36 畔柳拓

武選手（イーグルスポーツ）と続いた。 

 
ポールポジション： 田中風輝選手（24SYSTEM タイヤサービス M2 KK-SⅡ） 

「練習の段階から手応えありました。アタック中、一回クールダ

ウンを入れてもう一回アタックしたときに出したタイムで『これ

で 1 位はいける』という手応えがありました。フォーミュラでの

レースは 2 戦目なので、スタートやバトルがうまくいかないと

思うけど、自分の全力を出して頑張ります」 

 

予選２番手： 白崎稜選手（TAKE FIRST スタッフリソース） 

「第 2 戦、第 3 戦でポールポジションを取っていたので、ここで

もなんとかポールを取りたいと考えていました。実は昨日から

セットが出てなくて、夏の路面に合わせるのに苦労していまし

た。でも方向性は見えてきているので、決勝は勝ちにいきま

す」 

 

予選３番手： 渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

「ホント悔しいです。昨日の段階で調子良かったので、行けると

思っていたのですが、ずっと単独でアタックしていたので、タイ

ムが伸びなかったのかもしれません。セットアップなどを見直し

て、明日勝てるようにします」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■決勝レース 

15 日の決勝日も天候に恵ま

れ、気温は 30 度に達した。 

フォーメーションラップのあ

と、グリッドに着いたところで

9 番グリッドの#41 奥本隼

士 選 手 （ Racing TEAM 

HERO’S）のマシンにトラブ

ルが発生し、フォーメーション

ラップはやり直しとなった。

そのため決勝レースの周回数

は 10 周から 9 周に減算され、再スタートを迎えた。 

スタートでトップ 3 はグリッド順通り 1 コーナーを駆け抜けていったが、130R で渡会選手が白崎

選手を抜いて 2 に浮上してきた。さらに渡会選手は 4 周目に田中選手をも抜いてトップに浮上して

きた。 

後方ではスタート直後に板倉選手が 5 番グリ

ッドから 4 位に浮上。6 番グリッドの新原選手

も 5 位に上がってきた。11 番グリッドの#12 

小川涼介選手（HIROTEX M2 KK-SII）は 1

周目に 7 位にジャンプアップ。その後、村田選

手と激しく競り合い一時順位を落とす場面も

あったが、4 周目には 6 位に上がってきた。 

トップ争いは渡会選手と田中選手の一騎打ち。

6 周目には田中選手がトップを奪い返したが 7 周目には渡会選手がトップに返り咲くなど、僅差の

激しいバトルを繰り広げていた。 

4 位以降の争いも激しく、新原選手はなんとか 4 位をキープしていたが、山口選手、小川選手、板倉

選手、村田選手、#1 元山泰成選手（ECOTEH WORKS）らが毎ラップ順位を入れ替える戦いを繰

り広げていた。 

トップ争いはテールトゥノーズのままファイナルラッ

プに突入。逃げる渡会選手に対し田中選手は激しく

プレッシャーを与え続け、ついに 130R でアウトから

度会選手に並びかけると、シケインで前に出た。ファ

イナルラップの最終コーナーをトップで駆け下りてき

たのは田中選手。参戦 2 戦目で見事ポールトゥウィ

ンを飾った。 

渡会選手は 0.05 秒差の 2 位。終始トップ 2 のすぐ

後ろについて行っていた白崎選手だったが追いつくには至らず、3 位でチェッカーを受けた。そして、

トップ 3 から約 12 秒遅れで新原選手が 4 位。激しかった 5 位争いは村田選手が制し、ほぼテール

トゥノーズで山口選手、板倉選手がフィニッシュした。 

 



 
 

優勝： 田中風輝選手（24SYSTEM タイヤサービス M2 KK-SⅡ） 

「やるからにはなんとしても 1 位で終わりたかったけど、予選に比べたらちょっとペースがなかった

ので厳しかったです。でもなんとか度会選手について行って、最終的に抜くことができて良かった

です。今後のレースも勝ちを狙っていきます」 

 

2 位： 渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

「いやぁ、悔しい以外何もないですね。勝てるレースだったので、自分でそれを落としたなと思いま

す。最後、デグナーで少しミスをして、それで追いつかれちゃたのが敗因です。それとバトルでどこま

で行けるかの判断がまだまだ足らないので、まだまだ成長が必要です」 

 

3 位： 白崎稜選手（TAKE FIRST スタッフリソース） 

「スタートはうまく行った感じでしたが、1 コーナーまでに伸びなかったですね。暑くなることを予想

してタイヤの内圧を落としたんですけど、序盤タイムが出ず、抜かれてしまいました。ドライビングも

含めて、まだまだ修正していく必要がありますね。残り 4 レース勝ちを狙って頑張ります」 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 
 


